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ガ バ ナ ー テ ー マ「行動するライオン」―希望と誇りと信念をもって― 
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┃
Ｃ
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52
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３
５
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年
次
大
会
開
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今月の特集 
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5・
6
月
 

1

「行動するライオン」 
希望と誇りと信念をもって 

第52回335-Ｃ年次大会 
式典前のひととき 

 
ライオンズクラブ国際協会 
335-C地区ガバナー 

山田　昌次 

│
│
感
謝
の
心
│
│ 

 

　
四
月
二
十
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
五
十
二
回
３
３
５
│

Ｃ
地
区
年
次
大
会
に
は
、
三
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
会
員
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
又
、
大
会
終
了
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
方
が
途
中
で
退
席
す
る
こ
と
も
な
く
、
会
員
と
し
て
マ
ナ
ー
を
守

り
、
大
会
を
盛
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
い
よ
い
よ
ガ
バ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト
も
最
終
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
七
月
、
香
港
国
際
大
会
で
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任
し
て
以
来
、
ア

シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際
会
長
の
も
と
、
私
は
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
と
し
て
「
行
動
す
る
ラ
イ
オ
ン
」
│
希
望
と
誇
り
と
信
念
を
も

っ
て
│
を
掲
げ
、
運
営
と
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。
会
員
各
位
に
は
よ
く
私
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
高
い
志
と
熱
き
情
熱
を
も
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
す

ば
ら
し
い
成
果
を
収
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
本
大
会
で
は
八
嶌
隆
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク

ト
、
須
藤
眞
志
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
福
井
正
憲
元
国
際
理
事
が
国
際
第
二
副
会
長
候
補
と
し
て
推
挙
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
、
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
名
誉
顧
問
会
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
各

位
、
年
次
大
会
委
員
会
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
準
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
お
か

れ
ま
し
て
は
さ
ら
に
努
力
さ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
品
格
の
あ
る
ク
ラ

ブ
と
し
て
又
、
志
の
高
い
ク
ラ
ブ
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
感
謝
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 
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2

ライオンズクラブ 
国際協会 

335－Ｃ地区 

　9：00から資格審査、議事運営、指名・選挙の３委員会が開催され、年次大会へ向
けて最終の詰めがなされました。続いて9：30からはルームＡにおいて代議員総会が、
山田ガバナーの点鐘によって開会されました。最初に山田ガバナーが大会議長に選出
され、総会はスムーズな進行のなか、様々な報告や説明が行われました。選挙投票の
後、一般及び経理の決議事項が上程・審議され、全て恙無く拍手を持って賛成、決議
されました。開票の結果、次期ガバナーエレクトにＬ八嶌　隆（橿原ＬＣ）、次期副
地区ガバナーにＬ須藤眞志（京都洛陽ＬＣ）が、正式に決定しました。 

２
０
０
６
年
４
月
22
日
º
　
於
‥
国
立
京
都
国
際
会
館 

粛粛と投票 

委員会風景 

高らかに大会宣言！ 

代
議
員
総
会 
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5・
6
月
 

式
　
　
典 

　
三
好
芫
山
様（
京
都
Ｌ
Ｃ
）と
内
田
奈
織
様
の

演
奏
に
よ
る
尺
八
と
ハ
ー
プ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
洛
北
の
地
・
宝
ヶ
池
の
国
際
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
52
回
年
次
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
涼
や
か
な
風
と
優
し
い
癒
し
の
気
持
ち
を

会
場
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
田
ガ
バ

ナ
ー
に
よ
り
高
ら
か
に
開
会
宣
言
が
な
さ
れ
、

バ
リ
ト
ン
歌
手
・
服
部
英
生
様
に
よ
る
国
歌
斉

唱
は
、
大
会
ホ
ー
ル
の
中
に
厳
か
な
風
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
山
田
京
都
府
知
事
、
桝
本
京
都

市
長
の
ご
祝
辞
に
続
き
、
伏
見
　龍
・
山
田
實

紘
の
両
国
際
理
事
の
祝
辞
に
は
、
３
３
５
│
Ｃ

へ
の
励
ま
し
と
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
国
際
第
二
副
会
長
に
立
候
補

さ
れ
た
福
井
正
憲
元
国
際
理
事
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
次
代
を
見
据
え
た
素
晴
ら
し
い
ス

ピ
ー
チ
を
述
べ
ら
れ
感
銘
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
山
田
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
っ
て
１
年
間
を

振
り
返
る
年
次
報
告
が
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
総
会
で
選
出
さ
れ
た

八
嶌
　隆
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
と
須
藤
眞
志
次

期
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
紹
介
さ
れ
、
各
々
力
強

い
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ラ
ス

ト
に
入
り
、
ク
ラ
ブ
表
彰
と
個
人
へ
の
表
彰
・

感
謝
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
雰
囲
気
は
ピ
ー
ク
に
。

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
京
都
Ｌ
Ｃ
山
村
会
長
に
よ
る

謝
辞
で
、
大
会
は
無
事
恙
無
く
華
や
か
に
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。 

国歌斉唱 

山田京都府知事のご祝辞 桝本京都市長ご祝辞代読 

国際第二副会長に立候補された 
福井元国際理事 
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この１年の軌跡 ご苦労さまでした！　よろしくお願いします。 

本日は、誠に有難うございました。 感無量！ 

やったね！ 

ポスタ－コンテスト表彰状 

これから２年間 
よろしく！ 

フ
ー
ッ
！
　
も
う
あ
と
少
し
！ 
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5・
6
月
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
複
合
地
区 

335複合地区第52回年次大会 日時　５月１４日（日） 於：神戸ポートピアホテル 
                 

　
３
３
５
複
合
地
区
第
52
回
年

次
大
会
が
約
１
，６
５
０
名
の
参

加
の
も
と
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
神
戸
市
立
兵
庫
商
業
高

等
学
校
の
龍
獅
團
に
よ
る
獅
子

舞
に
よ
っ
て
、
華
や
か
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
幕
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

子
供
達
に
よ
る
元
気
な
獅
子
舞
は
、

参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
達
だ
け

で
な
く
、
全
て
の
地
球
の
人
達

の
無
病
息
災
、
健
康
長
寿
、
家

内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。 

　
松
田 

毅
大
会
議
長
が
高
々
と

開
会
宣
言
を
さ
れ
た
後
、
植
田 

利
次
大
会
委
員
長
が
歓
迎
の
挨

拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
井
戸
兵
庫
県
知
事
、

矢
立
神
戸
市
長
（
助
役
代
読
）
が
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま

で
の
奉
仕
に
対
す
る
感
謝
と
今

後
の
更
な
る
協
力
を
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
松
田
協
議
会

議
長
が
地
区
の
年
次
報
告
を
さ
れ
、

第
18
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
及
び
環
境
保
全
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
報
告
・
審
議

事
項
に
お
い
て
は
、
２
０
０
７

〜
２
０
０
９
年
度
国
際
理
事
立

候
補
者
Ｌ
重
松 

良
次
、
２
０
０

９
〜
２
０
１
０
年
度
国
際
第
２

副
会
長
立
候
補
者
Ｌ
福
井
正
憲

が
推
薦
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
Ｌ
福
井

の
国
際
第
２
副
会
長
へ
の
立
候

補
に
つ
い
て
は
、
現
国
際
理
事

山
田
實
紘
も
国
際
に
お
け
る
日

本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
念
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
為
に
、
是
非
と

も
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。 

　
次
期
の
各
地
区 

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク 

ト
及
び
次
期
副
地 

区
ガ
バ
ナ
ー
紹
介
、 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会 

長
の
謝
辞
が
あ
り
、 

無
事
閉
会
宣
言
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

　
式
典
後
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・

シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
星
野 

仙
一
氏
を
招
い
て
記
念
公
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

拝
見
す
る
よ
り
カ
ッ
コ
よ
く
、

非
常
に
聞
き
取
り
や
す
く
説
得

力
あ
る
話
し
方
。
時
に
冗
談
を

交
え
ら
れ
て
会
場
は
笑
い
と
「
う

〜
ん
、
な
る
ほ
ど
」
と
い
う
静

寂
の
連
続
で
し
た
。
や
は
り
拝

聴
し
て
良
か
っ
た
と
の
感
慨
し

き
り
で
し
た
。
１
時
間
余
り
の

公
演
も
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

た
感
じ
の
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

星
野
氏
を
招
い
て
頂
き
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。 
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第3回 
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
ー
Ｃ
地
区 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
ー
Ｃ
地
区 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議 

　
３
月
10
日
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第

３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長

選
出
後
、
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
内
田
清
一
に
ク
レ
メ
ン

ト
Ｆ
・
ク
ジ
ア
ク
前
国
際
会
長
よ
り
１
０
０
％
地
区
ガ

バ
ナ
ー
賞
の

感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

各
報
告
が
な

さ
れ
、
地
区

会
計
の
中
間

報
告
の
後
、

４
月
22
日
に

行
わ
れ
る
第

52
回
年
次
大

会
代
議
員
総

会
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま

し
た
。
ガ
バ

ナ
ー
ズ
・
ア

ワ
ー
ド
の
審

議
の
後
、
八

嶌
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
挨

拶
で
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。 

地
区
Ｐ
Ｒ
・ 

情
報
・ 

Ｉ
Ｔ
委
員
長 

石
黒
　
郁
男 

3
月
10
日（
金
） 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都 

滋賀県知事表敬訪問 
３月13日（月） 

　
山
田
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
山
科

幹
事
、
村
上
会
計
の
地
区
三
役
は
、

午
前
10
時
滋
賀
県
庁
に
國
松
滋

賀
県
知
事
を
表
敬
訪
問
致
し
ま

し
た
。
國
松
知
事
は
、
現
在
持

っ
て
お
ら
れ
る
知
事
と
し
て
の

抱
負
や
こ
れ
か
ら
の
滋
賀
県
と

し
て
の
夢
な
ど
を
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
今
後
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
更
な
る

発
展
と
協
力
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

地
区
Ｐ
Ｒ
・
情
報
・ 

Ｉ
Ｔ
委
員
長 

石
黒
　
郁
男 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
ー
Ｃ
地
区 

京都市長表敬訪問 
３月13日（月） 

　
市
長
も
超
ご
多
忙
な
ら
、
地

区
三
役
も
大
忙
し
の
一
日
で
し
た
。

三
役
は
こ
の
日
続
い
て
午
後
１
時
、

京
都
市
役
所
に
桝
本
京
都
市
長

を
表
敬
訪
問
致
し
ま
し
た
。
桝

本
市
長
は
、
世
界
的
な
観
光
都

市
と
し
て
の
京
都
の
あ
り
方
や

抱
え
る
問
題
、
ま
た
先
達
が
遺

し
た
数
々
の
も
の
や
伝
統
の
継

続
や
保
存
の
こ
と
、
そ
し
て
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
熱
く
述
べ
ら
れ
、

今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
３
３
５
│

Ｃ
の
協
力
も
期
待
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。 

地
区
Ｐ
Ｒ
・
情
報
・ 

Ｉ
Ｔ
委
員
長 

石
黒
　
郁
男 
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5・
6
月
 

国
際
交
流
会
館
見
学
と
留
学
生
と
の
懇
談
会 

ク
ラ
ブ
だ
よ
り 

京
都
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

クラブだより 大津ライオンズクラブ 

大津ライオンズクラブ杯 

第７回わんぱく相撲大会 
２月１１日（祝） 

２
月
４
日（
土
） 

　
２
月
４
日
京
都
市
国
際
交
流
会
館
を
訪
問
し
ま
し

た
。
事
業
概
要
説
明
を
受
け
、
館
内
見
学
を
終
え
た

後
、
留
学
生
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
留
学
生

３
名
を
お
迎
え
し
、「
留
学
生
か
ら
見
た
日
本
・
京
都
」

と
題
し
て
、
１
人
15
分
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、

懇
談
い
た
し
ま
し
た
。
３
人
と
も
日
本
滞
在
８
年
ぐ

ら
い
で
、
流
暢
な
日
本
語
で
お
話
し
さ
れ
、
共
通
し

て
い
た
こ
と
は
、
京
都
の
社
寺
や
自
然
、
そ
し
て
文

化
が
大
好
き
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
来
日
前
の
日
本

の
イ
メ
ー
ジ
と
東
京
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
愕
然
と
し
、
早

く
帰
国
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
京
都
に
来
て
初

め
て
本
当
の
日
本
の
美
し
さ
と
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

た
」
と
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、「
今
の
日
本
の
若
者
は
日
本
の
良
さ
を
理

解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
「
外
国
人
と
い
う

だ
け
で
、
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
る
」
な
ど
鋭
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
留
学
生
の
「
外
国
人
と
自
国
民

の
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
共
通
点
を

見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
外
国
人
と
日
本
人
の
差
異
を
大

げ
さ
に
言
う
よ
り
も
、
人
間
は
皆
同
じ
で
あ
る
と
考

え
れ
ば
、
相
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
て
、
争

い
も
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
も

か
く
「
京
都
の
良
さ
を
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
大
き
な
責
任
を
感
じ
た
懇
談
会
で
し

た
。 

広
報
委
員
会
　
波
多
野
　
栄
　
子 

記
事
作
成
　
村
　
田
　
悦
　
子 

　
「
大
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」
が
２
月
11
日
、

大
津
市
に
お
の
浜
４
丁
目
の
県
立

武
道
館
で
開
か
れ
た
。
ま
わ
し
を

つ
け
た
子
供
た
ち
が
、
土
俵
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
相
撲
を
通
じ

て
心
身
の
成
長
を
図
る
と
と
も
に
、

相
撲
人
気
の
す
そ
野
を
広
げ
る
狙
い
。

大
津
市
や
草
津
市
、
京
都
市
か
ら
、

女
児
７
人
を
含
む
園
児
か
ら
小
学

六
年
生
の
計
64
人
出
場
し
、
学
年

別
な
ど
に
分
か
れ
て
優
勝
を
争
っ
た
。 

　
取
り
組
み
で
は
、
力
の
こ
も
っ

た
ぶ
つ
か
り
合
い
や
、
土
俵
際
の

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
技
が

決
ま
る
と
、
観
客
席
か
ら
大
き
な

拍
手
や
声
援
が
上
が
っ
た
。 

広
報
委
員
会 

クラブだより 近江八幡ライオンズクラブ 

老人福祉施設訪問例会 

特別養護老人ホーム「ふれあい」 
３月２日（木） 

　
去
る
３
月
２
日
、
こ
の
日
は
ひ
な
祭
り
前
日
と
も

あ
っ
て
、
会
長
、
幹
事
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
お

内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
の
姿
を
し
て
入
居
者
の
方
々

と
歌
を
歌
っ
た
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
見
た
り
と

最
後
に
は
ひ
な
あ
ら
れ
を
配
り
、
メ
ン
バ
ー
と
入
居

者
の
方
々
共
に
楽
し
い
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。 

　
こ
の
施
設
は
平
成
15
年
９
月
完
成
と
も
あ
っ
て
最

新
の
設
備
で
色
々
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
全
室

満
室
で
入
居
待
ち
の
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
年
輩
の
方
も
我
が
身
の
よ
う
に

真
剣
に
見
学
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。（
笑
） 

　
年
を
い
け
ば
童
心
に
か
え
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

ま
た
反
面
、
色
々
な
経
験
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
、

生
き
る
図
書
館
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
れ

あ
い
」
の
施
設
長
で
当
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
Ｌ
加
賀
爪
純
子
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
大
変
貴
重

な
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｒ
委
員
長
　
辰
井
　
優 
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クラブだより 京都ロイヤルライオンズクラブ 

腎臓病で苦しむ患者をこれ以上１人も増やさないために！　京都ロイヤルライオンズクラブが27年間継続して支援 

腎臓病シンポジウム《高齢者の腎臓病》が盛況に開催！ 
　
腎
臓
病
の
総
合
対
策
の
確
立
を

め
ざ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
《
高
齢
者

の
腎
臓
病
》
が
、
京
都
府
医
師
会
・

京
都
腎
臓
病
総
合
対
策
推
進
協
議

会
の
共
催
、
京
都
府
・
京
都
市
・

京
都
腎
臓
病
患
者
協
議
会
・
京
都

ロ
イ
ヤ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
後

援
の
も
と
、
平
成
18
年
２
月
19
日（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時
、
京
都
市
生
涯

学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
「
京
都
ア
ス

ニ
ー
」
５
階
研
修
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
は
、
定
員
１
０
０
名
収
容

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
見
者
が
で

る
ほ
ど
盛
況
で
、
終
始
熱
気
に
包

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
京
都
腎
臓

病
総
合
対
策
推
進
協
議
会
会
長
・

京
都
府
医
師
会
副
会
長
の
挨
拶
の

の
ち
、
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
杉
本
第
一
副
会
長
が
「
京

都
腎
臓
病
総
合
対
策
推
進
協
議
会
が
、

昭
和
54
年
９
月
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

27
年
間
協
力
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

趣
旨
と
、（
沈
黙
の
病
気
）
と
い
わ

れ
る
腎
臓
病
に
は
、
早
期
発
見
と

早
期
治
療
が
最
も
大
切
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

　
助
成
金
の
贈
呈
と
感
謝
状
の
受

領
式
に
続
く
講
演
会
で
は
、
「
内

科
医
の
立
場
」
「
泌
尿
器
科
医
の

立
場
」
「
管
理
栄
養
士
の
立
場
」
「
社

会
福
祉
士
の
立
場
」
か
ら
約
２
時

間
に
わ
た
っ
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
講
演
の
要
旨
を
簡
潔
に
列
記
し

ま
す
と 

①
透
析
導
入
の
平
均
年
齢
６
５
・

８
歳
（
２
０
０
４
年
　
統
計
） 

②
腎
臓
病
・
腎
不
全
は
現
在
の
医

学
の
水
準
で
は
根
治
の
む
つ
か

し
い
難
病
。 

③
腎
臓
病
は
、
苦
し
い
自
覚
症
状

を
伴
わ
な
い
の
で
、
つ
い
無
自

覚
に
推
移
し
、
気
が
つ
い
た
時

に
は
、
す
で
に
腎
不
全
に
近
い

状
態
が
多
い
。 

④
腎
不
全
・
透
析
患
者
が
年
々
増
加
、

全
国
で
25
万
人
を
超
え
、
京
都

で
５
千
人
以
上
に
な
っ
て
い
る
。 

⑤
腎
機
能
障
害
者
は
、
１
千
万
人

を
超
え
て
い
る
。 

⑥
腎
不
全
に
な
れ
ば
、
人
工
透
析

に
よ
る
定
期
の
血
液
透
析
と
い

う
治
療
法
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば

尿
毒
症
で
確
実
に
死
亡
す
る
。 

⑦
透
析
患
者
に
な
る
と
、
最
低
週

３
回
、
１
回
数
時
間
の
透
析
治

療
を
定
期
的
に
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

等
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
参
加
者
全
員
が
、

腎
臓
病
で
苦
し
む
患
者
を
こ
れ
以

上
１
人
も
増
や
さ
な
い
と
い
う
固

い
信
念
の
も
と
、
熱
心
な
討
議
が

な
さ
れ
、
予
定

の
時
間
を
大
幅

に
経
過
し
て
、

４
時
30
分
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

Ｐ
Ｒ
副
委
員
長 

　
吉
岡
　
久
雄 

クラブだより 京都ライオンズクラブ 

京都市交通局市営地下鉄へのＡＥＤ寄贈 
３月８日（水） 

　
福
祉
事
業
と
し
て
、
心
停
止
し
た
患
者
の
蘇
生
に
効
果
の
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
京
都
市
営
地
下
鉄
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
以
前
は
医
療
従
事
者
の
み
に
許
さ
れ
た
こ
の

器
械
の
操
作
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
に
居
合
わ
せ
た
一
般
市
民
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
有
効
に
活
用
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
と
検
討
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
公
共
性
の
高
い
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、
現
在
設
置
さ
れ
て
な
く
て
、
近
い
将

来
も
設
置
の
予
定
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
京
都
市
の
地
下
鉄
へ
の
寄
贈
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
３
月
８
日
の
例
会
に
京
都
市
交
通
局
幹
部
を
招
き
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
引
き

続
き
、
メ
ン
バ
ー
の
循
環
器
系
医
師
酒
井
章
氏
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
、
さ
ら

に
京
都
市
消
防
局
に
よ
る
救
急
救
命
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
例
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
贈
呈
式
に
先
立
ち
、
こ
の
装
置
が
設
置
さ

れ
る
地
下
鉄
駅
の
駅
員
さ
ん
50
名
を
対
象
に
、
消
防
局

に
お
願
い
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
も
実
施
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
寄
贈
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
３
月
８
日
、
９
日
の

両
日
に
地
下
鉄
京
都
駅
、
四
条
駅
、
烏
丸
御
池
駅
、
京

阪
三
条
駅
と
山
科
駅
の
５
箇
所
へ
の
設
置
も
完
了
し
ま

し
た
。
使
う
必
要
の
無
い
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
市
民
の
お
役
に
少
し
で
も
立
て
れ
ば

と
念
じ
て
い
ま
す
。 

福
祉
委
員
会 

クラブだより 生駒ライオンズクラブ 

ふれあいライオンズコンサート 
３月４日（土） 

　
３
月
４
日（
土
）「
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
生
駒
市
中
央
公
民
館
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
　 

　
こ
れ
は
、
生
駒
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
青
少
年
健
全
育
成
及
び
老
人
福
祉
を
目
的
と
し
た
メ

イ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
、
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
生
駒
市
内
の
４
小
学
校
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

と
、
今
年
初
参
加
と
な
る
Ｏ
Ｂ
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
会
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
し
ず
か
」
に
よ
る
合
唱
で
す
。 

　
年
々
観
客
も
増
え
、
市
民
の
皆
様
に
も
好
評
を

得
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
今
年
は
、
ラ
イ
オ
ン
誌
１
月
号
で
紹
介

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
見
学
に
来
ら
れ
た
近
隣
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
小
学

生
の
演
奏
と
は
思
え
な
い
レ
ベ
ル
」
と
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　 

　
尚
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
は
国
際
平
和
ポ
ス
タ

ー
の
展
示
と
、
会
長
賞
に
選
ば
れ
た
方
の
表
彰
式

も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｒ
・
情
報
教
育
委
員
長
　
菊
地
　
彰
信 

２月１９日（日） 
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5・
6
月
 

クラブだより 網野ライオンズクラブ 

“京丹後市新入学児童７６０名に 
ランドセルカバー贈呈” 

３月４日（土） 
　
当
ク
ラ
ブ
の
継
続
事
業
の
一
つ
に
交
通
安
全
協
会
と
と
も
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
新
入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
年
度
は
網
野
町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
・
峰
山
町
・
大
宮
町
・
久
美
浜
町

の
６
町
が
合
併
し
京
丹
後
市
と
な
っ
て
か
ら
の
初
め
て
の
贈
呈
。 

　
贈
呈
式
は
京
丹
後
市
大
宮
町
に
あ
り
ま
す
「
大
宮
第
三
小
学
校
」
に
て
実

施
致
し
ま
し
た
。
京
丹
後
安
全
協
会
並
び
に
京
丹
後
警
察
署
の
方
々
と
入
学

式
終
了
後
、
ご
父
兄
様
参
観
の
中
、
緊
張
の
お
も
も
ち
の
新
入
学
児
童
一
人

ひ
と
り
に
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
手
渡
し
し
、
そ
の
後
、
交
通
指
導

員
さ
ん
に
よ
り
腹
話
術
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
今
頃
は
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
つ

け
た
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
頑
張

っ
て
元
気
よ
く
登
校
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
遠
く
か
ら
見
て
も
「
あ
の
子
は

１
年
生
だ
な
」
と
わ
か
る
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
。
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
交
通

安
全
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
一
つ
で

あ
る
と
再
認
識
を
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

少
年
少
女
委
員
長
　
向
井
　
文
男 

クラブだより 近江守山ライオンズクラブ 

韓国・大邱北ライオンズクラブ表敬訪問 
３月２７日（月）・２８日（火）・２９日（水） 

　
本
年
は
、
大
邱
北
Ｌ
Ｃ
の
35
周
年
で
、
私
達
の
ク
ラ
ブ
が
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
30
年
目
と
な
る
。

会
長
、
幹
事
、
会
計
、
第
一
副
会
長
、
第
二
副
会
長
、
副
幹
事
そ
し
て
Ｌ
Ｌ
２
人
の
計
８
名
の
表
敬

訪
問
と
な
っ
た
。
大
邱
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
会
場
は
、
２
０
０
名
を
超
え
る
各
地
の
Ｌ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

で
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。
　 

　
こ
こ
３
年
ほ
ど
前
よ
り
５
年
に
１
度
の
訪
問
に
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
年
は
当
ク
ラ
ブ
か
ら

大
邱
へ
、
３
年
後
は
、
大
邱
北
Ｌ
Ｃ
が
守
山
へ
訪
問
と
、
う
ま
く
ず
れ
て
い
る
の
で
、
５
年
に
１
度

の
感
覚
は
無
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
２
年
間
は
ブ
ラ
ン
ク
に
な
る
為
、
本
年
は
、
将
来
の
会
長
予

定
者
共
々
、
韓
国
へ
の
表
敬
訪
問
の
旅
と
な
っ
た
。
35
周
年
の
式
典
も
中
々
立
派
で
、
殆
ん
ど
ラ
イ

オ
ン
ズ
関
係
者
ば
か
り
の
構
成
で
、
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。 

　
周
年
と
の
事
も
あ
っ
て
、
慣
れ
な
い
ハ
ン
グ
ル
語
で
挨
拶
を
と
決

意
し
た
も
の
の
、
文
章
作
り
か
ら
、
日
本
語
的
発
声
の
ル
ビ
打
ち

と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
苦
労
を
強
い
た
事
を
お
詫
び
し
た
い
。

只
、
大
邱
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
温
か
い
拍
手
は
、
こ
の

苦
労
も
恥
を
も
払
拭
す
る
も
の
で
、
有
難
い
の
一
念
と
、
寛
容
の
精

神
を
頂
い
た
気
が
し
た
。 

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
国
際
性
か
ら
す
れ
ば
、
隣
国
の
韓
国
と
の

付
き
合
い
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
様
で
は
、
大
変
淋
し
く
、
非
力
を
禁

じ
得
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
韓
国
語
を
喋
れ
る
会
員
を
一
人
で
も
増
や

し
、
30
年
前
の
先
輩
の
努
力
に
報
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

会
長
　
南
井
　
繁
樹 

クラブだより 奈良ライオンズクラブ 

奈良ＬＣ主催第29回奈良市少年野球大会及び 

奈良ＬＣ主催第30回奈良市少年剣道大会を終えて 
　
奈
良
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
青
少
年
育
成
事
業

の
一
環
と
し
て
、
３
月
５
日
に
第
30
回
奈
良
市
少
年
剣
道
大
会
を
奈
良
市
中

央
武
道
場
で
、
ま
た
３
月
５
日
、
19
日
、
26
日
に
第
29
回
奈
良
市
少
年
野
球

大
会
が
奈
良
市
鴻
ノ
池
球
場
他
２
会
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。 

　
今
大
会
は
、
前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、

快
晴
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
試
合
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
野
球
大
会
で
は
、
佐
保
川
小
学
校

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
の
も
と
、
選

手
諸
君
に
よ
る
堂
々
の
入
場
行
進
、
力
強
い

選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。 

　
両
試
合
で
は
、
剣
士
や
球
児
の
元
気
み
な

ぎ
る
歓
声
、
掛
け
声
と
、
ご
父
兄
の
声
援
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
剣
道
大
会
に
は
57
団
体
と
少
年
女
子
の

部
個
人
戦
24
名
が
、
そ
し
て
、
野
球
大
会
に

は
過
去
最
多
の
32
チ
ー
ム
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

教
育
・
青
少
年
委
員
長 

　
里
　
宏
正 

─３月５日（日）・１９日（日）・２６日（日）─ 

　　　　　─３月５日（日）─ 

クラブだより 高島ライオンズクラブ 

ポイ捨て防止看板設置 
３月１９日（日） 

 

　
去
る
３
月
29
日

市
内
15
ヶ
所
に
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

防
止
ア
ピ
ー
ル
作

戦
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
、
看
板
を
Ｊ

Ｒ
各
駅
周
辺
な
ど

に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
赤
い
ば
つ
印
の

上
に
、
ご
み
を
捨

て
る
大
人
を
指
さ

す
子
供
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
き
、
き
れ

い
な
街
を
め
ざ
し
、

ご
み
ポ
イ
捨
て
が

減
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｒ
委
員
会 
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クラブだより 長浜ライオンズクラブ 

長浜ライオンズクラブ認証状伝達45周年記念式典を開催 
ご
挨
拶 

会
長
　
竹
備
　
富
明 

　
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
６
０
年
９
月
京
都
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り

全
国
で
２
０
０
番
目
、
滋
賀
県
内

で
は
３
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
結

成
さ
れ
ま
し
た
。 

　
以
来
多
く
の
関
係
団
体
及
び
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を

賜
り
、「
我
々
は
奉
仕
す
る
」
の
使

命
の
も
と
に
数
々
の
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
会

長
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地
域
に
活
き
る

意
義
あ
る
奉
仕
を
」
と
題
し
て
発

進
し
ま
し
た
。
我
々
の
奉
仕
活
動

が
本
当
に
地
域
の
皆
様
に
理
解
さ

れ
活
き
た
活
動
に
な
っ
て
い
る
か

今
一
度
振
り
返
り
、
見
直
し
、
出

発
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
度
、

我
々
の
生
活

の
基
盤
で
あ

り
観
光
の
要

で
あ
り
ま
す

Ｊ
Ｒ
北
陸
線

長
浜
駅
が
こ

の
秋
完
成
予

定
で
、
新
し

い
駅
舎
に
生

ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
こ
の

機
に
Ｃ
Ｎ
45

周
年
記
念
事

業
と
し
て
曳

山
と
子
ど
も

歌
舞
伎
を
描

い
た
横
６
メ

ー
ト
ル
縦
３
・

６
メ
ー
ト
ル

の
日
本
で
も

最
大
級
の
大

型
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
を
製

作
し
て
長
浜

市
に
寄
贈
し
、
新
し
い
駅
舎
に
取

り
付
け
て
頂
く
事
に
し
ま
し
た
。

長
浜
に
お
見
え
に
な
る
観
光
客
の

皆
様
に
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

見
て
頂
き
、
長
浜
曳
山
祭
や
活
気

の
あ
る
長
浜
の
町
並
み
を
見
に
幾

度
も
足
を
運
ん
で
頂
け
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
こ
の
意
義
あ
る
45
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
京
都
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
指
導
・
ご
支
援
、

又
先
輩
ラ
イ
オ
ン
が
築
か
れ
ま
し

た
素
晴
ら
し
い
伝
統
と
歴
史
の
賜

物
で
あ
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
我
々
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

45
周
年
を
起
点
に
更
に
メ
ン
バ
ー

全
員
一
丸
と
な
っ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ

精
神
に
則
り
邁
進
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
な

り
ま
し
た
が
、

本
日
の
式
典

に
公
私
と
も

ご
多
忙
の
中

ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
ご

来
賓
の
皆
様
、

並
び
に
ブ
ラ

ザ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し

上
げ
る
と
共

に
、
各
位
の

ご
活
躍
・
ご

健
勝
を
心
よ

り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し

て
、
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

クラブだより 京都王仁ライオンズクラブ 

第3回「聴導犬に関する講演及び実演」 
３月４日（土） 

　
３
月
４
日（
土
）京
都
国
際
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
当
ク
ラ
ブ
の
継
続
事
業
、
聴

力
保
護
言
語
障
害
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
「
第
３
回
聴
導
犬
に
関
す
る
講
演

及
び
実
演
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
八
嶌
は

じ
め
１
５
０
名
の
方
々
、
聴
導
犬
３
頭
の
参
加
を
頂
き
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
情
、
御
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
度
の
趣
旨
は
次
の
４
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

１
．
聴
覚
障
害
者
及
び
一
般
の
方
へ
の
聴
導
犬
の
紹
介 

２
．
聴
導
犬
が
盲
導
犬
、
介
助
犬
と
と
も
に
特
別
に
訓
練
さ
れ
た
３
種
類
の
補

助
犬
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
に
認
定
さ
れ

た
「
認
定
犬
」
で
あ
る
こ
と
の
周
知 

３
．
聴
覚
障
害
者
の
聴
導
犬
に
よ
る
日
常
生

活
へ
の
さ
ら
な
る
円
滑
な
順
応
と
、
一
般

の
方
々
の
ご
理
解
に
よ
る
一
般
社
会
へ
の

自
然
な
と
け
込
み
を
お
手
伝
い
す
る
事 

４
．
こ
の
事
業
に
お
け
る
参
加
ラ
イ
オ
ン
ズ

マ
ン
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
及
び
一
般
聴
講
者

の
ご
厚
志
に
て
、
聴
導
犬
を
育
て
ら
れ
る

人
達
及
び
そ
の
施
設
整
備
へ
の
協
力
の
為
、

少
し
で
も
金
銭
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
す
る

事 

クラブだより 瀬田ライオンズクラブ 

瀬田ライオンズクラブ結成40周年 
４月１６日（日） 

　
本
年
度
、
瀬
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
、

月
の
輪
自
動
車
教
習
所
様
の
ご
協
力
で
地
域
の
子
供
た
ち
と
シ
ニ
ア
の
交
通
安
全
教
室
、
ロ
イ

ヤ
ル
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
の
記
念
式
典
、
青
少
年
育
成
事
業
に
図
書
・
遊
戯
具
を
大
津
市
に
寄

贈
、
交
通
遺
児
支
援
金
を
財
団
法
人
お
り
ず
る
会
に
寄
付
、
40

周
年
記
念
瀬
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.seta-

lion
s.com

/

）
の
公
開
等
を
周
年
事
業
と
い
た
し
ま
し
た
。
記
念

式
典
で
は
、
目
方
大
津
市
長
、
Ｌ
山
田
昌
次
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は

じ
め
１
８
０
名
に
お
よ
ぶ
ご
来
賓
と
関
係
各
位
の
ご
出
席
と
ご

協
力
を
賜
り
、
盛
大
に
式
典
が
成
就
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
の
委
員
長
の
Ｌ
松
田
宗
章
の
ご
尊
父
様
は
、
当
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
40
年
の

歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
、
ま
た
そ
れ
ら
を
継
承
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い

た
し
ま
し
た
。
　 

　
式
典
で
は
横
笛
奏
者
・
藤
舎
名
生
様
の„
鶴
“の
演
奏
も
大
変

好
評
で
し
た
。
そ
し
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
山
田
昌
次
様
よ
り
、

今
回
の
瀬
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
40
周
年
式
典
は
大
変
良
か
っ

た
と
の
総
評
を
い
た
だ
き
、
当
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
ラ
イ
オ
ン

レ
デ
ィ
ー
ス
も
大
感
激
の
う
ち
無
事
、
式
典
を
終
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４月８日（土） 記念事業 
１、新長浜駅に「ステンドグラス・子ども歌舞伎の図」１基を寄贈 
２、エンジョイ子どもスポーツ大会共催 
３、ＣＮ45周年記念クラブ主催献血開催 
４、アイバンク愛の光基金管理会へチャリティダンスパーティ 
　　収益金を寄贈 
５、長浜市社会福祉協議会へゴルフチャリティ収益金を寄贈 
総額　1.100万円也 
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Ｌ勝山　俊治 
（S.23年 9月 30日生） 

京北町森林組合 
常務 
団体役員 

北桑田Ｌ・Ｃ 

Ｌ山田　　昭 
（S.19年 5月 14日生） 

　 
綾部Ｌ・Ｃ 

Ｌ亀井　雅春 
（S.27年 1月 24日生） 

（有）カメイ 
代表取締役 
酒類販売 

綾部Ｌ・Ｃ 

Ｌ山本みつ子 
（S.18年 12月 31日生） 

やまもと商店ビル 
京都むらさきＬ・Ｃ 

Ｌ川島　朝夫 
（S.26年 1月 9日生） 

びわこ銀行　安曇川支店 
支店長 
金融業 

高島Ｌ・Ｃ 

Ｌ松原　治雄 
（S.37年 10月 27日生） 

損保ジャパンひまわり生命保険（株） 
ライフカウンセラー 

生命保険コンサルタント 

京都あさひＬ・Ｃ 

Ｌ田中　　浩 
（S.40年 2月 15日生） 

（株）タナカ工務店 
代表取締役 
建設業 

宮津Ｌ・Ｃ 

Ｌ小森　尚之 
（S.32年 1月 10日生） 

小森工務店 
代表者 
製材建築 

久美浜Ｌ・Ｃ 

Ｌ内海健太郎 
（S.52年 2月 11日生） 

東山紙工（株） 
 

製函業 

京都賀茂Ｌ・Ｃ 

Ｌ尾崎　　守 
（S.29年 12月 12日生） 

びわこ銀行　堅田支店 
支店長 
金融業 

志賀堅田Ｌ・Ｃ 

Ｌ西堀　政信 
（S.30年 11月 10日生） 

（株）西堀水道商会 
代表取締役 

水道施設・管工事業 

綴喜Ｌ・Ｃ 
（S.16年 11月 14日生） 

圓重寺 
住職 
僧侶 

栗東Ｌ・Ｃ 

Ｌ高田　典枝 
（S.20年 1月 9日生） 

ラウンジ　カサブランカ 
代表者 
飲食業 

城陽Ｌ・Ｃ 

Ｌ安井　和彦 
（S.39年 5月 26日生） 

安井茶園 
 

製茶業 

宇治Ｌ・Ｃ 

Ｌ大西　雅明 
（S.32年 7月 12日生） 

（株）日本旅行 Tis 奈良支店 
支店長 
旅行斡旋業 

奈良Ｌ・Ｃ 

Ｌ高澤　陽一 
（S.27年 2月 18日生） 

京料理「高澤」 
代表取締役 
料理店 

京都うずら野Ｌ・Ｃ 

Ｌ植田喜久次 
（S.24年 2月 25日生） 

（株）中和商事 
代表取締役 
不動産管理 

橿原Ｌ・Ｃ 

Ｌ越智　元三 
（S.33年 10月 8日生） 

株式会社　湯波吉 
代表取締役 
京ゆば製造販売 

京都東Ｌ・Ｃ 

Ｌ高木　　正 
（S.26年 9月 19日生） 

株式会社　高商 
代表取締役 
電気通信工事業 

大津びわこＬ・Ｃ 

Ｌ前野　安司 
（S.34年 2月 18日生） 

丸安茶業株式会社 
代表取締役社長 

（日本茶製造販売業）卸小売 

水口Ｌ・Ｃ 

Ｌ豊田　貴志 
（S.50年 9月 18日生） 

株式会社　豊田産業 
代表取締役 
小売業 

京都洛東Ｌ・Ｃ 

Ｌ藤井　洋司 
（S.25年 7月 30日生） 

凪 
代表者 
飲食店 

京都さくらＬ・Ｃ 

Ｌ大柳　節代 
（S.27年 3月 31日生） 

彩雲 
経営者 
飲食業 

京都さくらＬ・Ｃ 

Ｌ村山　邦江 
（S.22年 9月 26日生） 

（有）村山商店 
監査役 
紳士服小売 

京都さくらＬ・Ｃ 

Ｌ杉本　安忠 
（S.21年 8月 13日生） 

明治亭株式会社 
代表取締役社長 
仕出し弁当製造販売 

大津びわこＬ・Ｃ 

5・
6
月
 

新会員の紹介　おめでとうございます 
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故　Ｌ湊　　勝美 
園部LC

没　平成18年 2月 22日 
享年68才 

ライオン歴 

1987～ 1988年　第三副会長 
1991～ 1992年　第二副会長 
1996～ 1997年　会計 

故　Ｌ辻　　豊次 
野洲LC

没　平成18年 2月 24日 
享年53才 

ライオン歴 

2000～ 2001年　幹事 
2004～ 2005年　会計 
2005～ 2006年　広報委員長 

故　Ｌ小門　　聡 
京都ロイヤルLC

没　平成18年 4月 25日 
享年76才 

ライオン歴 

1979年　　８月3日入会 
1985年度　ライオン・テーマー 
1986年度　クラブ会計 
1993年度　クラブ会長 
 

故　Ｌ鈴木　武夫 
京都ロイヤルLC

没　平成18年 4月 8日 
享年83才 

ライオン歴 

1978年　　６月15日入会　チャーターメンバー 
1979年度　クラブ会計 
1988年度　クラブ会長 

故　Ｌ杉江　　清 
京都みやこLC

没　平成18年 4月 4日 
享年74才 

ライオン歴 

1975年　３月24日入会　チャーターメンバー 
1980年　幹事 
1981年　京都うずら野LCガイディングライオン 
1983年　335-C地区　PR委員 　 
2004年　終身会員 

故　Ｌ石原　政之 
京都みやこLC

没　平成18年 1月 2日 
享年75才 

ライオン歴 

1975年　3月24日入会　チャーターメンバー 
1979年　幹事　 
1985年　335-C地区国際協調LCIF副委員長 
1999年　会長 
2001年　優待会員 
2005年　終身会員 
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L尾崎俊彦（長浜LC） 

他品種少量タイムリー生産方式で 
　　　Q（高品質）C（低コスト）D（短納期）を実現 

ISO 19001 品質管理システム認証取得 
ISO 14001 環境管理システム認証取得 

〒526-0015　滋賀県長浜市神照町678-1

URL:http://www.sunoct.co.jp

Lions Tim es5・6月号PDF用  06.6.6 2:44 PM   ページ 2



6

ザ・ライオンタイムズ（335-C地区機関紙） 
発行日●2006年6月1日 
発行者●ガバナー　山田　昌次 
発　行●ライオンズクラブ国際協会335-C地区PR・情報・ⅠT委員会 
編集者●地区PR・情報・ⅠT委員長　石黒　郁男（長浜LC） 
事務局●〒600-8237　京都市下京区堀川通塩小路 
　　　　リーガロイヤルホテル京都3F　364号室 
　　　　TEL. （075）344-0258 
　　　　FAX. （075）344-0277

●インターネットホームページ　http://www.335c.com/　●Eメールアドレス　lions@skyblue.ocn.ne.jp

副委員長 
服部　稔（京都洛南LC） 
杉山大門（京都NCLC） 
一盛広樹（舞鶴LC） 

 
那須安彦（野洲LC） 
森　義治（大和郡山LC） 
竹村和勇（田原本LC） 

　担当運営委員 
　田丸道哉（京都LC） 

編集後記 
　やっと最終号発刊できました。香港の国際大会からはじまった今期、
色々な問題をはらみながら、かなり充実した１年間だったかなと思い
ます。その間、事業に投稿に企業広告にと御協力頂き有難うございま
した。 

PR・情報・IT委員長　石黒郁男 
 

Lions Times

　大会の後、ホストクラブと準ホストクラブによって、打ち上げ懇親会が行われました。１年のメー
ンイベントを無事終えた安堵からか、懇親会は終始和やかなムードに包まれていました。山田ガバナ
ー、山科地区幹事、村上地区会計は無論のこと、地区に出向された全てのメンバーの方々に「お疲れ
様、本当にご苦労様でした」と宝ヶ池に春の爽やかな風が吹いているような気がしました。次期の八
嶌キャビネットへのスムーズな移行と今後の皆様方のご健康とご多幸を心から祈るばかりです。 

第5
2回 年次大会

皆様のご健康とご多幸を！ 

１年間ご苦労様でした。 

ホッ！ 

いろいろありましたなぁ～ １枚お撮りしましょうか？ 

なごやかな一コマ 

懇 親 会 
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